
１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

４　３の方針を実現するために必要な取組に関する方針（任意記載事項）

（備考）

域内では農地管理組合を設立している集落においては、話し合い活動により農地中間管理機構等を通じた中心経営体への貸借によ
る集積促進がおこなわれ、水土里ｻｰｸﾙ活動に取り組んでいる集落においては、農地保全・農村環境保全と整備活動にも取り組んで
いる。

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

離農や規模縮小する予定の農地の状況把握を行い，地域内での話し合い活動を継続し，農地中間管理機構等を通じた農地の貸借と
規模拡大や集積を希望する中心経営体へあっ旋するとともに、水土里ｻｰｸﾙ活動による農地や水路・農道等の保全に努める。

現耕作放棄地を解消することは、非常に労力を要する為、新たな耕作放棄地の発生防止に努める。島間地区においては，基盤整備
事業を行うこととなっており，農地中間管理機構を積極的に活用し，担い手への農地集約を推進を図る。

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計 14ha

ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計 113ha

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 13ha

①地区内の耕地面積 514ha

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計 395ha

③地区内における７５才以上の農業者の耕作面積の合計 137ha
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